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果、Action（改善策）が出てくるというのが PDCA と 3
つのポリシーの関係と考えられる。よって、Check のた
めの評価の対象には、DP と CP の教育内容と教育方法、
さらには AP も含まれる。ところが、今回の制度化では
アセスメント・ポリシーが法制化の対象にならなかった





























































































































































図表 1 東北福祉大学「アドミッション、カリキュラム、ディプロマの 3つのポリシーに基づくアセスメントの仕組みの概要」
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